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現
在
、「
医
療
は
患
者
の
身
近
な
地
域
で

提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
観

点
か
ら
、
地
域
住
民
の
皆
様
が
、
安
心
し
て

健
康
的
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
入
院
療
養

中
は
も
ち
ろ
ん
、
退
院
後
も
自
立
し
た
生
活

を
地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る
医
療
体
制
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
要
な
医
療
を
よ
り

効
率
的
に
実
施
し
、
対
価
に
相
応
し
い
納
得

の
ゆ
く
結
果
を
継
続
的
に
提
供
し
て
い
く
た

め
に
は
、
病
院
機
能
の
分
化
と
そ
れ
を
繋
ぐ

地
域
の
医
療
連
携
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
先
ず
、
か
か
り
つ
け
医
、
か
か
り
つ
け
歯

科
医
を
地
域
に
於
け
る
第
一
線
の
医
療
機
関

と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
他
の
医
療

機
関
と
の
適
切
な
役
割
分
担
と
連
携
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
か
か
り
つ

け
医
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
支
援
し
、
二

次
医
療
圏
単
位
で
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る

病
院
と
し
て
、『
地
域
医
療
支
援
病
院
』
の

制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　『
地
域
医
療
支
援
病
院
』
と
は
、
地
域
医

療
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
支
援
に
関
す
る

中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
可
能
な
、

左
記
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
病
院
で
、

都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
得
て
認
可
さ
れ
ま

す
。 

　
そ
の
要
件
と
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

�
　
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
、
決
め
ら
れ
た

割
合
以
上
の
紹
介
率
が
あ
る
こ
と
。 

�
　
他
の
病
院
又
は
診
療
所
か
ら
紹
介
さ
れ

た
患
者
に
対
し
医
療
を
提
供
し
、
か

つ
、
当
該
病
院
の
建
物
の
全
部
若
し

く
は
一
部
、
設
備
、
器
械
又
は
器
具

を
当
該
病
院
に
勤
務
し
な
い
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の

他
の
医
療
従
事
者
の
診
療
、
研
究
又

は
研
修
の
た
め
に
利
用
さ
せ
る
た
め

の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

�
　
救
急
医
療
を
提
供
す
る
能
力
を
有
す
る

こ
と
。 

�
　
地
域
の
医
療
従
事
者
の
資
質
の
向
上
を

図
る
た
め
の
研
修
を
行
わ
せ
る
能
力

を
有
す
る
こ
と
。 

�
　
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
数
以
上
の
患

者
の
収
容
能
力
を
有
す
る
こ
と
。 

　
　
　（
２
０
０
床
以
上
） 

 

　
当
院
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域
医
療

を
担
う
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
努
力
し
た
成

果
と
し
て
、
平
成
１６
年
８
月
１２
日
付
け
で
、

県
下
で
は
３
病
院
目
の
『
地
域
医
療
支
援
病

院
』
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。 

　
未
だ
、
医
療
・
介
護
・
保
健
・
福
祉
分
野

の
連
携
の
不
足
、
情
報
の
共
有
化
、
特
に
情

報
内
容
と
伝
達
手
段
の
未
成
熟
、
病
院
の
機

能
と
役
割
に
つ
い
て
の
認
識
不
足
、
か
か
り

つ
け
医
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
の
認
識
不
足

等
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

行
政
、
医
療
を
提
供
す
る
側
、
医
療
を
受
け

る
側
そ
れ
ぞ
れ
が
病
院
機
能
の
分
化
と
役
割

を
認
識
し
、
健
全
な
医
療
連
携
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
、
医
療
連
携
は
患
者
様
本
位
に
構
築
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
原
点
を
忘
れ

ず
、
ま
す
ま
す
地
域
医
療
連
携
の
充
実
に
努

め
る
所
存
で
す
。 

Ｊ
Ａ
広
島
総
合
病
院
 

　
　
病
院
長
　
角
　
重
信
 

県
下
3
病
院
目
の
地
域
医
療
支
援
病
院
 

撮
影
・
山
崎
真
一 
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診
療
科
紹
介 

耳
鼻
咽
喉
科 

主
任
部
長
 

　
平
田
　
　
思
 

副
部
長
 

　
水
野
　
一
志
 

　
当
院
の
耳
鼻
咽
喉
科
は
平
田
　
思
（
し
た

う
）
主
任
部
長
と
水
野
　
一
志
副
部
長
の
二

人
で
外
来
診
療
、
手
術
な
ど
を
精
力
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
、
耳
、
鼻
、

口
腔
、
咽
頭
、
喉
頭
、
頚
部
な
ど
の
色
々
な

病
気
を
扱
い
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
年
配
の
方
ま
で
、
も
ち

ろ
ん
男
女
問
わ
ず
幅
広
い
の
も
特
徴
で
す
。

さ
ら
に
耳
鼻
咽
喉
科
は
外
科
的
な
部
分
と
内

科
的
な
部
分
が
あ
り
ま
す
。
外
科
的
な
部
分

と
は
も
ち
ろ
ん
手
術
な
ど
の
外
科
的
処
置
に

よ
っ
て
治
療
す
る
場
合
で
す
。
一
方
内
科
的

な
部
分
と
は
、
急
に
聞
こ
え
が
悪
く
な
る
耳

の
病
気
や
、
め
ま
い
、
耳
鳴
り
や
、
炎
症
性

疾
患
を
薬
で
治
療
す
る
場
合
で
す
。
こ
の
よ

う
に
広
い
範
囲
の
色
々
な
病
気
に
つ
い
て
、

そ
の
患
者
さ
ん
に
合
っ
た
治
療
法
を
考
え
て

対
処
し
て
い
ま
す
。 

　
手
術
に
つ
い
て
は
慢
性
副
鼻
腔
炎
（
蓄
膿

症
）
に
対
し
て
、
歯
茎
の
と
こ
ろ
を
切
ら
な

い
鼻
内
内
視
鏡
下
手
術
を
精
力
的
に
行
っ
て

お
り
、
平
成
１５
年
度
は
７０
例
で
し
た
。
昔
か

ら
一
般
的
な
扁
桃
摘
出
手
術
が
６４
例
と
次
に

多
く
、
最
近
社
会
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
手
術
も
７
例
と
増

え
て
き
ま
し
た
。
重
症
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
に
つ
い
て
も
外
科
的
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
真
珠
腫
性
中
耳
炎
は
周
囲
を
破
壊
し
な

が
ら
広
が
っ
て
い
く
中
耳
炎
で
手
術
が
必
要

で
す
。
慢
性
中
耳
炎
も
手
術
に
よ
り
聞
こ
え

が
良
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
手
術
の
御
希

望
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
（
中

耳
手
術
６
例
）。 

　
内
科
的
な
病
気
で
多
い
の
は
、
突
発
性
難

聴
、
め
ま
い
や
顔
面
神
経
麻
痺
で
す
。
突
発

性
難
聴
は
耳
の
奥
の
音
を
感
じ
る
装
置
（
内

耳
）
が
障
害
さ
れ
る
病
気
で
、
原
因
は
不
明

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が

誘
因
に
な
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
治
療
は
ス

テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
が
主
体
で
す
が
、
当
院

に
は
高
気
圧
酸
素
治
療
の
装
置
が
あ
り
、
希

望
に
あ
わ
せ
て
併
用
し
て
い
ま
す
。
め
ま
い

は
、
内
耳
に
バ
ラ
ン
ス
を
受
け
持
つ
装
置
が

あ
り
、
こ
の
異
常
に
よ
り
お
こ
る
こ
と
が
多

い
の
で
耳
鼻
科
が
担
当
に
な
り
ま
す
が
、
検

査
を
し
て
確
認
し
ま
す
。
顔
面
神
経
麻
痺
も

耳
鼻
科
で
検
査
、
治
療
を
し
ま
す
が
、
麻
酔

科
で
星
状
神
経
節
ブ
ロ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
耳
鼻
咽
喉
科
の
領
域
で
も
癌
が
発
生
し
ま

す
。
声
が
嗄
れ
る
と
喉
頭
癌
の
心
配
を
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
の
ど
に
何
か
つ
か
え
る

感
じ
と
か
、
飲
み
込
む
と
き
少
し
痛
い
と
か
、

ま
た
頚
部
の
腫
脹
が
あ
る
と
か
ち
ょ
っ
と
し

た
症
状
が
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

耳
、
鼻
、
咽
頭
、
舌
、
喉
頭
の
病
変
は
肉
眼

で
あ
る
程
度
判
断
で
き
ま
す
。
ま
た
耳
下
腺
、

顎
下
腺
な
ど
の
唾
液
腺
の
腫
脹
や
リ
ン
パ
節

腫
脹
、
甲
状
腺
の
腫
脹
な
ど
、
部
位
や
腫
れ

方
に
よ
り
病
気
も
様
々
で
す
。
癌
は
早
期
発

見
で
き
れ
ば
そ
れ
だ
け
治
癒
率
も
高
く
な
り

ま
す
。
ご
心
配
で
あ
れ
ば
一
度
受
診
し
て
下

さ
い
。 

　
耳
鼻
咽
喉
科
は
聴
覚
、
平
衡
覚
、
嗅
覚
、

味
覚
、
発
声
、
呼
吸
、
摂
取
、
嚥
下
な
ど
生

活
の
質
に
関
わ
る
大
事
な
器
官
を
扱
い
ま
す
。

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

uality of Life

／
生
活
の
質
）
を

で
き
る
だ
け
保
っ
て
楽
し
い
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
が
目
標
で
す
。 



〜
赤
血
球
と
貧
血
に
つ
い
て
〜 

 

  
　
　
　
　 

　
　
　
　 

 
  

　
赤
血
球
は
血
液
中
に
最
も
多
く
存

在
す
る
血
球
で
、
身
体
の
隅
々
ま
で
酸

素
を
運
搬
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
酸
素
と
結
合
す
る
の
は
赤

血
球
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
と
い
う
蛋
白
で
、
赤
血
球
を
ト
ラ
ッ

ク
に
例
え
る
な
ら
ば
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
酸

素
を
積
む
荷
台
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

赤
血
球
の
寿
命
は
約
４
ヶ
月
で
、
体
内

の
赤
血
球
数
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
一

定
に
保
た
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
寿
命

に
よ
っ
て
壊
れ
た
数
に
相
当
す
る
赤
血

球
を
絶
え
ず
骨
髄
で
産
生
す
る
と
い

う
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
貧
血
と
は
、
こ
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
減
っ
た
状

態
を
い
い
ま
す
。
自
覚
症
状
と
し
て
は

酸
素
欠
乏
に
な
り
や
す
い
た
め
、
労
作

時
の
動
悸
や
息
切
れ
な
ど
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
貧
血
の
原
因
は
多

岐
に
わ
た
り
、
赤
血
球
の
産
生
か
ら

役
目
を
終
え
て
崩
壊
す
る
ま
で
の
ど
こ

か
に
異
常
を
き
た
し
て
発
症
し
ま
す
。

わ
が
国
の
貧
血
の
約
２
/
３
は
鉄
欠
乏

性
貧
血
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
で
は
、
貧
血
の
代
表
で
あ
る
鉄
欠

　 
 

  

乏
性
貧
血
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
み
ま

し
ょ
う
。
原
因
は
、
名
前
の
と
り
鉄
不

足
で
す
。
幼
小
児
期
に
お
こ
る
鉄
欠

乏
性
貧
血
で
は
急
激
な
身
体
の
成
長

に
伴
う
鉄
需
要
の
増
大
に
、
食
事
に

よ
る
鉄
摂
取
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
思
春

期
で
も
中
等
度
の
鉄
欠
乏
性
貧
血
が

み
ら
れ
ま
す
が
、
時
に
重
症
の
鉄
欠
乏

性
貧
血
が
女
子
に
み
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
成
長
期
と
月
経
開
始
が
起
因
と

い
わ
れ
、
出
血
に
よ
り
体
内
か
ら
相
当

量
の
鉄
を
失
う
た
め
鉄
欠
乏
に
陥
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
成
人
で
は
、
慢

性
的
な
消
化
管
出
血
、
過
多
月
経
や

妊
娠
が
原
因
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

特
に
成
人
に
鉄
欠
乏
性
貧
血
が
診
ら

れ
れ
ば
基
礎
と
な
る
病
気
が
隠
れ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
貧
血
治
療
の

み
な
ら
ず
そ
の
成
因
が
何
で
あ
る
か
検

索
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
近
頃
、
動
悸
や
息
切
れ
が
続
い
て
い

る
方
や
地
域
の
検
診
・
人
間
ド
ッ
ク
等

で
貧
血
を
指
摘
さ
れ
た
方
は
、
積
極

的
に
内
科
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。 

W
H
O
が
定
め
た
貧
血
の
基
準
：
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
濃
度(

g
/
d
l)

成
人
男
性

１３
・
０
以
下
、
成
人
女
性
１２
・
０
以

下
、
６０
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
び
妊

婦
１１
・
０
以
下 

  

     

　
医
事
課
は
各
科
外
来
受
付
担
当
者
も
含

め
総
勢
６０
名
の
大
所
帯
で
す
。 

仕
事
の
内
容
は
大
き
く
外
来
担
当
と
入
院

担
当
に
分
か
れ
、
外
来
担
当
は
総
合
受
付

部
門
と
各
科
外
来
受
付
に
分
か
れ
ま
す
。 

　
総
合
受
付
で
の
主
な
仕
事
は
患
者
さ
ん

の
情
報
の
登
録
・
管
理
で
す
。
診
療
申
込

用
紙
と
保
険
証
を
元
に
保
険
情
報
を
登
録

し
て
カ
ル
テ
を
作
成
し
た
り
、
保
険
証
の

確
認
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
引
越
し
や

結
婚
な
ど
で
住
所
や
氏
名
の
変
更
が
あ
っ

た
場
合
、
勤
め
先
が
変
わ
っ
た
り
退
職
し

て
被
保
険
者
資
格
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

な
ど
は
、
必
ず
受
付
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

ま
た
毎
月
１
回
保
険
証
の
確
認
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
診
療
が
終
了
し
た
後
に
来
て
い

た
だ
く
会
計
窓
口
で
の
請
求
書
発
行
業
務
や
、

お
見
舞
い
に
こ
ら
れ
た
方
へ
の
入
院
案
内

も
総
合
受
付
で
の
仕
事
の
一
つ
で
す
。 

　
各
科
外
来
受
付
で
の
主
な
仕
事
と
し
て

は
日
々
の
受
付
業
務
と
診
療
録
（
カ
ル
テ
）

の
管
理
、
保
管
、
文
書
の
発
行
な
ど
が
あ
り
、

医
師
、
看
護
師
と
連
携
し
て
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
次
に
入
院
担
当
は
各
病
棟
１
名
の
配
属

で
入
院
費
の
計
算
を
行
い
ま
す
。 

　
そ
の
ほ
か
、
全
員
で
保
険
請
求
業
務
を

月
初
め
か
ら
１０
日
ま
で
の
期
間
に
行
い
診

療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
を
作
成
し
、

社
会
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・
労
災
保
険

等
に
請
求
を
行
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
医
事
課
職
員
は
医
療
関
連

の
知
識
、
高
度
な
技
能
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
リ
ズ
ム
が
求
め
ら
れ
る
職
種
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
受
付
窓
口
は
病
院
に
来
ら
れ
最
初

に
接
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
第
一
印
象

が
病
院
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
左
右
し
ま
す
。

明
る
い
笑
顔
で
患
者
様
か
ら
何
か
要
望
が

あ
っ
た
時
に
は
、
臨
機
応
変
、
敏
速
に
対

応
す
る
よ
う
心
が
け
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
被
保
険
者
の
３
割
負
担
、
高
齢

者
の
定
率
負
担
、
高
額
医
療
費
の
負
担
額

引
上
げ
、
特
定
療
養
費
の
拡
大
な
ど
で
本

人
負
担
も
増
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
医
療

費
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
ま
た
労
災
・
交

通
事
故
な
ど
、
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

遠
慮
な
く
医
事
課
ス
タ
ッ
フ
に
ご
相
談
下

さ
い
。 
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血
液
検
査 
検
査
室
だ
よ
り 

医
事
課
紹
介 

今
回
よ
り
院
内
各
部
署
の
縁
の

下
の
力
も
ち
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
順
次
紹
介
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
。 
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各
科
外
来
診
察
予
定
表 

よく確
かめて

 

おいで
下さい

 

受付時間：午後8時30分から午前11時まで 

※整形外科の初診受付が10時までとなりました。ご注意ください。 
※各担当医師については、急な手術、出張等により代診・休診とさせて頂く場合がありますのでご了承下さい。 

平成16.10.1現在 

診療科 
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

高　橋 初　診 
第 一 内 科  
（呼吸器） 

田　中 

再　診 高橋・田中 高　橋 田　中 

喘息外来 
広大医師 

午後診療 
１：３０～３：３０ 

前　田 初　診 
第 一 内 科  
（循環器） 

藤　井 
國田（初再診） 北　川 友　弘 小林・國田 

藤井・友弘 再　診 前田・友弘 小　林 前田・小林 藤井・北川 

午後診療 
１：００～３：３０ 関　口 関　口 関　口 

初　診 
第 二 内 科  
（腎臓） 

串畑 
心石（初再診） 心　石 平　林 

平林 再　診 平　林 串　畑 

午後診療 
１：３０～３：３０ 

CAPD外来 
平林・串畑・心石 

石田（和） 初　診 
第 二 内 科  
（糖尿代謝） 

木　戸 河　面 

金沢・大田 再　診 來　嶋 藤本・大田 
中増 金沢・來嶋 中　増 

茂　木 初再診 形 成 外 科  茂　木 茂　木 

田　口 初再診 
脳神経外科 

黒　木 黒　木 湯　川 湯　川 

湯　川 再　診 呉　島 田　口 田　口 黒　木 

渡 初再診 呼吸器外科 渡 渡 手術日 片　山 

藤　本 初再診 

産 婦 人 科  

内　藤 藤　本 内　藤 前　田 

内　藤 再　診 前　田 内　藤 藤　本 藤　本 

前　田 再　診 
１０：００～１１：００ 藤　本 前　田 前　田 内　藤 

午後診療 
２：００～３：００ 予約診療 予約診療 

初再診 
皮　膚　科 

午後診療 
３：００～４：００ 特殊外来 

河面・木戸 再　診 石田（和）・河面 
木戸 

石田（和）・河面 
木戸 石田（和）・河面 石田（和）・木戸 

午後診療 
１：３０～３：３０ 河　面 石田（和） 

小松・浅本 初　診 第 三 内 科  
（消化器） 

石田（邦） 徳　毛 大　原 品　川 

徳　毛 再　診 小松・大原 石田（邦）・品川 小　松 石田（邦）・浅本 

中畠・下薗 初再診 

小　児　科 

中畠・河村 下薗・河村 中畠・下薗 中畠・河村 

慢性疾患 
腎・肝炎・喘息等 

午後診療 
２：００～３：００ 

予防接種 
心臓・乳児検診 

（1才半から第2・第４火曜） 

慢性疾患 
腎・肝炎・喘息等 

乳児検診 
（要予約） 

中光・永田 
加藤（1.3.5週） 
長谷（2.4週） 

初再診 外　　　科 
角・今村 
湯浅 

中光・長谷 
林 

永田・加藤 
湯浅 

角・今村 
林 

初　診 
心臓血管外科 

川　上 清　水 中　尾 

再　診 川上・中尾 清　水 中尾・望月 

藤本・來嶋 初　診 整 形 外 科  
初診10時迄 

大　田 金沢・來嶋 中　増 金沢・大田 

初 診 再 診 午後診療 

古谷・森川 
　瀬 

古谷・森川 
　瀬 

古谷・森川 
　瀬 

古谷・森川 
　瀬 

古谷・森川 
　瀬 
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１
．
あ
な
た
は
、
個
人
的
な
背
景
の
違
い

や
病
気
の
性
質
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

２
．
あ
な
た
は
、
医
療
の
内
容
、
そ
の
危

険
性
お
よ
び
回
復
の
可
能
性
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
十
分
な
納
得
と
同
意
の

う
え
で
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

３
．
あ
な
た
は
、
今
受
け
て
い
る
医
療
の

内
容
に
つ
い
て
ご
自
分
の
希
望
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

４
．
あ
な
た
の
医
療
上
の
個
人
情
報
は
保

護
さ
れ
ま
す
。 

５
．
あ
な
た
に
研
究
途
上
に
あ
る
治
療
を

お
す
す
め
す
る
場
合
に
は
、
治
療
の
内

容
や
従
来
の
治
療
方
法
と
の
違
い
な
ど

に
つ
い
て
、
前
も
っ
て
十
分
な
説
明
を

し
ま
す
。 

１
．
安
心
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
す
べ
て

の
人
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
の
実
現
に
努

め
ま
す 

２
．
親
切
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
和
と
思

い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
ま
す 

３
．
身
近
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
地
域
に

密
着
し
た
医
療
と
健
康
的
な
生
活
の
提

供
に
努
め
ま
す 

４
．
立
派
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
最
新
の

知
識
と
技
術
を
習
得
し
良
質
な
医
療
の

提
供
に
努
め
ま
す 

新
任
Dr
の
紹
介 

　
９
月
１
日
よ
り
、
精
神
科
・
心
療
内
科

に
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
１１
年
卒
で
、
大
学
病
院
に

て
大
学
院
と
医
員
を
経
て
、
こ
ち
ら
に
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

精
神
科
・
心
療
内
科
医
師 

　
　
　
　
世
木
田
　
幹 

１０
月
１
日
よ
り
画
像
診
断
部
へ
海
地

陽
子
医
師
、
眼
科
に
胡
田
麻
里
医
師

が
着
任
予
定
で
す
。 

お
知
ら
せ 

J
A
広
島
総
合
病
院
基
本
理
念
 

患
者
さ
ん
の
権
利
 

診療科 
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

廣本・稗田 初　診 
泌 尿 器 科  

小深田 植　木 廣　本 小深田・稗田 

植　木 再　診 廣本・植木 小深田・廣本 稗田・小深田 植　木 

二井・胡田 初再診 眼　　　科 二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田 

平　田 初　診 

耳鼻咽喉科 

水　野 平　田 水　野 水　野 

水　野 再　診 平　田 水　野 平　田 平　田 

午後診療 月曜　アレルギー（３：３０～４：００）　　第2・4月曜　補聴器（１：００～４：００予約制） 
（医師は交替制） 

今　田 初再診 歯　　　科 今　田 今　田 今　田 今　田 

原田・武田 初再診 
口 腔 外 科  

原田・武田 原田・武田 原田・武田 原田・武田 

手術日 午　後 外来手術日 手術日 外来手術日 一般外来 

初再診 
（予約診察） 精神科・心療内科 世木田 世木田 世木田 

松　本 初再診 
麻　酔　科 

中　尾 東 松　本 中　尾 

白　石 術前診察 松　原 白　石 松　原 東 

藤　川 初再診 画像診断部 藤川・海地 藤川・松浦 藤川・鈴木 藤川・海地 

桐生・伊東 初再診 放射線治療科 桐生・伊東 桐生・伊東 桐生・伊東 桐生・伊東 



気軽にチョッと立ち寄ってみてください。 
「まちの保健室」に！！ 

気軽にチョッと立ち寄ってみてください。 
「まちの保健室」に！！ 

　
広
島
県
看
護
協
会
廿
日
市
支
部
活
動
と
し
て
「
ま
ち
の
保
健
室
」

大
竹
・「
ま
ち
の
保
健
室
」
廿
日
市
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
ゆ
め
タ
ウ
ン
大
竹
店
（
毎
月
第
３
火
曜
日
）・
廿
日
市
郵
便
局
（
毎

月
第
４
火
曜
日
）
い
ず
れ
も
１３
時
か
ら
１５
時
ま
で
支
部
所
属
の
施
設
・

病
院
の
看
護
職
が
当
番
制
で
地
域
に
出
向
き
、
住
民
の
方
々
と
ふ
れ

あ
い
、
人
々
が
そ
の
人
ら
し
く
健
や
か
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援

す
る
癒
し
と
ケ
ア
の
「
場
」
と
し
て
常
設
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
簡

単
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
な
ど
）・
健
康
相
談
・

受
診
相
談
・
看
護
介
護
相
談
・
医
療
相
談
・
療
養
相
談
・
育
児
相
談

な
ど
で
す
が
、
当
番
施
設
・
病
院
の
特
徴
が
あ
り
、
参
加
し
て
い
る

看
護
職
の
得
意
と
す
る
分
野
を
活
か
し
な
が
ら
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。 

　
２
０
０
３
年
２
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
半
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
大
竹

店
で
は
館
内
放
送
で
「
ま
ち
の
保
健
室
」
の
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
数
は
毎
回
１
０
０
名
前
後
で
す
。
参
加
者
の
中
に
は
定
期
的

に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
自
己
の
健
康
管
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
年
１２
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
廿
日
市
郵
便
局
で
は
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
借
り
て
設
置
し
て

い
ま
す
。
参
加
者
数
は
３０

〜
７０
名
と
幅
は
あ
り
ま
す

が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
い

い
雰
囲
気
の
会
場
で
す
。 

 

　
広
島
県
看
護
協
会 

　
　
廿
日
市
支
部
会
員 

　
　
　
正
國
　
明
美 

　
　
　（
看
護
部
長
補
佐
） 

   

       

　
J
A
広
島
総
合
病
院
の
救
急
外
来
に
看

護
師
が
配
置
さ
れ
て
６
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

現
在
は
６
人
の
看
護
師
が
二
交
代
制
で
働

い
て
い
ま
す
。
外
来
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、

青
い
白
衣
を
着
て
い
る
せ
い
か
、「
青
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
仕
事
は
主
に
救
急
車
で
来
院
さ
れ
た
患

者
さ
ん
へ
の
対
応
と
、
救
急
室
の
整
備
を

し
て
い
ま
す
。
救
急
車
で
運
ば
れ
る
患
者

さ
ん
は
、
重
症
か
ら
軽
症
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
中
に
は
１
分
１
秒
を
争
う
危
険
な

状
態
で
運
び
込
ま
れ
る
か
た
も
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
対
し
、
医
師
を

は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
迅
速

な
処
置
を
行
う
こ
と
に
よ
り
一
命
を
と
り

と
め
た
と
き
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
喜
び

を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。 

　
救
急
室
で
は
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ

ん
へ
適
切
で
迅
速
な
処
置
が
で
き
る
よ
う
日
々
、

最
新
知
識
の
習
得
と
技
術
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
６
人
が
交
代
制
で
の
勤
務
の

た
め
一
勤
務
１
〜
２
人
で
す
。
外
来
ス
タ

ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
を
う
け
な
が
ら
、
毎
日

を
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。 
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総
合
病
院
に
６
人
の

　
青
レ
ン
ジ
ャ
ー
あ
り
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み
な
さ
ん
の
中
に
は
健
診
で
血
尿
や
蛋
白

尿
を
指
摘
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
か
と
思
い

ま
す
。
血
尿
の
場
合
は
先
ず
泌
尿
器
科
を
受

診
し
検
査
を
受
け
ま
す
が
、
泌
尿
器
科
的
に

異
常
を
認
め
な
い
時
、
あ
る
い
は
蛋
白
尿
も

出
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
慢
性
糸
球
体
腎
炎
が

疑
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
慢
性
糸
球
体
腎
炎
の

な
か
で
最
も
多
く
み
ら
れ
る
Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症
に

つ
い
て
当
院
第
２
内
科
の
平
林
先
生
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。 

 Ｑ
　
Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症
は
ど
の
よ
う
な
病
気
で
す

か
？
 

Ａ
　
１
９
６
８
に
フ
ラ
ン
ス
の
Ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ

博
士
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
慢
性
糸
球

体
腎
炎
で
、
腎
臓
の
組
織
に
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
で
あ
る
Ｉ
ｇ
Ａ
と
補
体
が
沈

着
す
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。
日
本

に
お
い
て
は
腎
炎
の
中
で
最
も
多
く

認
め
ら
れ
ま
す
。
世
界
的
に
も
ア
ジ

ア
諸
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
の
国
に
多
く
発
症
し

て
い
ま
す
。
発
症
に
男
女
の
差
は
あ

り
ま
せ
ん
。
時
に
家
族
内
発
症
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
遺
伝
的
要
因

の
関
与
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
ｇ

Ａ
腎
症
の
発
見
の
動
機
と
し
て
は
７０
％

が
健
診
時
の
尿
異
常
（
血
尿
と
蛋
白
尿
）

と
最
も
高
頻
度
で
あ
り
、
１１
％
が
肉
眼

的
血
尿
で
、
３
％
が
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症

候
群
で
発
症
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ
　
ど
う
や
っ
て
診
断
を
つ
け
る
の
で
す
か
？
 

Ａ
　
腎
臓
を
針
で
突
い
て
採
取
（
腎
生
検
）

し
た
組
織
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
腎

組
織
へ
の
Ｉ
ｇ
Ａ
と
補
体
の
沈
着
を
確

認
す
る
こ
と
で
診
断
を
つ
け
ま
す
。

ま
た
組
織
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と

で
病
気
の
活
動
性
を
判
定
し
、
治
療

方
針
を
決
定
し
ま
す
。
血
尿
、
蛋
白

尿
を
認
め
た
患
者
さ
ん
に
は
ま
ず
１

週
間
程
度
の
検
査
入
院
を
し
て
頂
き
、

腎
生
検
を
含
め
た
腎
臓
の
精
密
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ
　
病
気
が
お
こ
る
原
因
は
何
で
す
か
？
 

Ａ
　
Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ

い
て
は
未
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
抗
原
抗
体
反
応

に
よ
り
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
抗
原
と
し
て
は
牛
乳
、
卵
白

ア
ル
ブ
ミ
ン
、
グ
ル
テ
ン
、
大
豆
蛋

白
な
ど
の
食
物
抗
原
、
ア
デ
ノ
、
コ

ク
サ
ッ
キ
ー
、
ヘ
ル
ペ
ス
、
サ
イ
ト

メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス

抗
原
、
エ
ル
シ
ニ
ア
、
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
、
ヘ
モ
フ

ィ
ル
ス
・
パ
ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
細
菌
抗
原
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
科
で
も
Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症
の
患
者
さ
ん
に

お
い
て
大
腸
菌
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
に
特
異
的
な
Ｉ
ｇ
Ａ
抗
体
の
高
値
を

認
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
抗
原
に

対
し
て
特
異
的
な
Ｉ
ｇ
Ａ
抗
体
が
産
生

さ
れ
、
免
疫
複
合
体
を
形
成
し
、
こ

れ
が
血
液
の
中
を
流
れ
て
腎
臓
の
組

織
に
沈
着
す
る
こ
と
に
よ
り
Ｉ
ｇ
Ａ
腎

症
を
発
症
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。 

Ｑ
　
治
療
は
ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か
？
 

Ａ
　
軽
症
の
方
で
は
ま
ず
抗
血
小
板
薬
を
内

服
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
尿
蛋
白

減
少
や
腎
機
能
改
善
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
漢
方
薬
（
柴
苓
湯
）、
抗
凝
固

薬
（
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
）、
魚
油
（
エ
イ

コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
含
有
）
の
併
用

を
行
い
ま
す
。
ま
た
尿
蛋
白
減
少
、

腎
保
護
作
用
を
有
す
る
降
圧
薬
を
使

用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
１
日
尿

蛋
白
が
１
ｇ
以
上
あ
る
患
者
さ
ん
で
は

ス
テ
ロ
イ
ド
治
療
を
行
っ
て
お
り
、

尿
蛋
白
減
少
と
腎
機
能
の
保
持
効
果

が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
扁
桃
腺

炎
を
繰
り
返
す
Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症
の
患
者
さ

ん
に
は
扁
桃
摘
出
治
療
を
行
い
ま
す
が
、

最
近
で
は
扁
桃
摘
出
術
後
に
ス
テ
ロ

イ
ド
パ
ル
ス
療
法
を
併
用
す
る
こ
と

で
良
好
な
治
療
経
過
を
示
す
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ
　
食
事
療
法
は
必
要
で
す
か
？
 

Ａ
　
先
程
述
べ
た
食
物
抗
原
は
Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症

の
患
者
さ
ん
全
般
に
当
て
は
ま
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
抗
原
と

し
て
想
定
さ
れ
る
食
物
を
除
去
す
る

こ
と
に
よ
る
治
療
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
腎
機
能
が
低
下
し
て
腎
不
全

に
至
っ
た
時
に
は
他
の
腎
炎
に
よ
る

も
の
と
同
様
に
低
タ
ン
パ
ク
食
事
療

法
が
必
要
で
す
。
そ
の
中
で
低
タ
ン

パ
ク
米
に
つ
い
て
は
食
味
や
経
済
的

に
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
当
院
で
は

品
種
改
良
さ
れ
た
新
し
い
低
タ
ン
パ

ク
米
（
Ｌ
Ｇ
Ｃ
ソ
フ
ト
）
を
用
い
た

食
事
療
法
を
近
々
開
始
す
る
予
定
で
す
。 

Ｑ
　
Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症
の
予
後
は
如
何
で
し
ょ
う

か
？
 

Ａ
　
Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症
は
当
初
比
較
的
に
予
後
良

好
な
疾
患
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

症
例
の
蓄
積
に
よ
り
最
近
で
は
２０
年
の

経
過
で
４０
％
の
患
者
さ
ん
が
末
期
腎
不

全
へ
と
進
行
し
、
透
析
治
療
を
必
要

と
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
毎
年
約
3
万
人
の

腎
不
全
患
者
さ
ん
が
新
た
に
透
析
を

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
約

５
０
０
０
人
は
Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症
が
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
決
し
て
軽
い
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
期
診
断

と
早
期
治
療
が
必
要
で
す
。
健
診
な

ど
で
血
尿
や
蛋
白
尿
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
ら
積
極
的
に
精
密
検
査
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

回
答
者 

第
２
内
科
（
腎
臓
・
膠
原
病
内
科
） 

　
　
主
任
部
長
　
平
林
　
　
晃 

〜
 Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症
に
つ
い
て
 〜

シ
リ
ー
ズ

Q

A

&

病

気

の

皆
さ
ん
の
知
り
た
い
身
近
な
病
気
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
取
り
上
げ
ま
す
。 

健
康
管
理
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 
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減塩以外にも血圧を下げる 
食事療法があるのをご存知ですか？ 
減塩以外にも血圧を下げる 

食事療法があるのをご存知ですか？ 

・ 果物を一日一個程度食べるようにしましょう。 
・ 野菜料理を一日一品増やすようにしてみましょう。 
・ 木の実は高カロリー食品なので食べ過ぎに注意しましょう。 
・ 魚は一日一回は食べましょう。 
・ 肉の分量をこれまでの半分～３分の２に減らしてみましょう。 
・ パンはライ麦や全粒パンを選ぶようにしましょう。 
・ 牛乳は一日一合程度飲みましょう。ニ合飲まれる場合は低脂肪乳に変えてみましょう。 
・ 大豆製品も一日一回は食べるようにしましょう。 
・ 食品ラベルをよくチェックして成分を確認しましょう。 
・ サラダ・ドレッシングは低脂肪のものにしましょう。 

栄養コーナ
ー 

No.11

　DASH（ダッシュ）食事プランはアメリカで勧められている高血圧に良い食事療法で
す。DASHとはDietary Approaches to Stop Hypertension（高血圧を止める食事から
のアプローチ）の略です。DASH食に加えて、減塩を行うとさらに血圧が低下すること
が確認されています。（減塩のポイントは前号のせとに掲載していますので参考にし
て下さい！） 

　糖尿病、腎臓病、肝臓病、その他の合併症などがある方にはそのままあてはめる
ことはできず、逆に有害となることもあります。担当医もしくは栄養士にご相談下さい。 

　DASH食事プランは次の表をもとにして食事を変えていきます。 
● その方法は？

果物 
野菜 
木の実 
魚 
肉は鶏肉（皮を除く） 
　⇒揚げずにゆでるかあぶり焼き 
小麦は全粒 
低脂肪の牛乳・ヨーグルト・チーズ 

増やす食品 

減らす食品 
牛肉・豚肉 
甘いお菓子（脂肪分にも注意） 
砂糖を含むソフトドリンク 

● アメリカで考案された食事療法があります

● お気をつけてください！




